




『ディアーナの水浴』(Le bain de Diane) は，ディアーナの姿をまとって
水浴する女神アルテミスを狩人アクタイオーンが目撃するというプロット


























































































































て，「私は見られている」(On me voit.) という印象が，（私において）生




























































































mortels)」人間とを，「相互に反映 (réflexion de l’un de l’autre)」する，


























































































































































































































i) Pierre Klossowski, Le bain de Diane, Éditions Gallimard, Paris, 1980
(pour la présente édition de Jean-Jacques Pauvert, 1956)，p.81. なお本稿で
の『ディアーナの水浴』の分析にあたって Scott Durham, Phantom
Communities; The Simulacrum and the Limits of Postmodernism, Stanford
Universty Press, California, 1998. が参考となった．
ii) Le bain de Diane, op. cit., p.114. 強調原文．
iii) ibid., p.29. 強調原文．
iv) ibid., p41p. 強調原文．
v) 見るという行為に伴うエロティシズムのテーマを，クロソウスキーは小説『歓
待の法』三部作で大々的に展開している．Klossowski, Les Lois de l’Hospitalité,
Éditions Gallimard, Paris, 1965. また晩年に向かうにつれ，徐々に執筆活動
を放棄して絵画制作に没頭してゆくその歩みにも，見ること・視覚的表現への
クロソウスキーの傾斜が窺われる．
vi) Le bain de Diane, op. cit., p.68.〔 〕内は引用者による．以下同様．
vii) これはクロソウスキー，ここではとりわけ『ディアーナの水浴』において，「見
る」という行為に特化して確認される事態だが，より一般に，誰かに持たれると
いうこと (l’eu) において，私は存在する ( Je suis.) と言えるのかもしれない．
viii) やや異なる問題系からのアプローチではあるが，見たこと・目撃したことを証
言する際に生じる，私と私のあいだの隔たりについて，Jacques Derrida,








ix) Le bain de Diane, op.cit., p.60.
146
x) Michel Foucault, La Prose d’Actéon, in Dits et Ecrits 1954-1988,
Éditions Gallimard, Paris, 4 volumes, 1994．
xi) Le bain de Diane, op. cit., p.50. 強調原文．
xii) 周知のように，クロソウスキーは「共謀」(complot) のテーマを『歓待の法』
や『ニーチェと悪循環』において展開するが，その萌芽的形態が，すでに『デ
ィアーナの水浴』に見出されるのである．Klossowski, Nietzsche et le cercle










xiv) Le bain de Diane, op.cit., p.92.
xv) ibid., p.10．
xvi) ibid., p.69. 強調原文．
xvii) ibid., p.69. 強調原文．
xviii) ibid., p.69. 強調原文．
xix)「根源的な受動性」について Thomas Carl Wall, Radical Passivity: Levinas,







する (simulent)」とされる．Nietzsche et le cercle vicieux, op.cit., p.72.
xxi)『ディアーナの水浴』には，すでに「悪循環 (cercle vicieux)」という語が現れ
る．Le bain de Diane, op.cit., p.73. この場合はアルテミスの不可視・不可侵
性が，にもかかわらず，ディアーナの姿態において顕現するという，逆説的事
態を指して用いられている．
xxii)文字，あるいは，より広く言語のうちに，それ自体としては沈黙している気
分－情動を刻み込む技法としての「文体」，あるいは，「言語を沈黙へと還元」
する「模倣」の「身ぶり」について，本稿に付された注 xx）を参照されたい．
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『ディアーナの水浴』における「論理」と「神話」の交錯／分岐
